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1議  題 2会 議 結 果

1 開会

2 議事

(1)第 8期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗

(2)第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の素案

3 その他

4 閉会

別紙のとお り

議 事 の 経 過 別紙のとお り 傍聴者数  なし

会 議 資 料

1 令和 5年度第 2回上尾市介護保険事業計画等推進委員会 次第

2 第 9期上尾市介護保険事業計画等推進委員会委員名簿

3 (資料 1)第 8期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗について

4 (資 料 2)第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 (案 )

5 (資料 3)第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の素案について

議事のてん末・概要に相違なきことを証するため、ここに署名するι
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議 事 の 経 過

発 言 者

事務局

伊波委員長

事務局

伊波委員長

事務局

伊波委員長

事務局

伊波委員長

大山委員

令和 5年度第 2回上尾市介護保険事業計画等推進委員会

1.開会

委員紹介

配布資料確認

委員長 あいさつ

2.議事

会議の公開・非公開の確認 (公開)

それでは議事に移 ります。

なお、常時ビデオはオンとしていただき、発言を希望される委員の方は挙手または

手上げボタンにてお願いいたします。私が指名 した上で発言を許可しますので、そ

の方はミュー ト設定を解除した上でご発言ください。発言をしていない間はミュー

ト設定にご協力をお願いいたします。

議事の 1つ 日、第 8期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗について担

当者から説明をお願いいたします。

(1)第 8期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗について

(資料 1)「第 8期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗について」

に基づき説明。

ただいまの説明についてご質問、ご意見はございますか。

( 意見・質問なし。 )

それでは、議事の 2つ 日、第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の素案

について担当者から説明をお願いいたします。

(2)第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の素案

(資料 2)「第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 (案 )」 、

(資料 3)「第 9期上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の素案について」

に基づき説明。

ただいまの説明についてご質問、ご意見はございますか。

(資料 2)敬老祝金や敬老事業交付金の交付について、対象者や使われている費用

の予算額の概要を教えていただきたいです。敬老事業はばらまきのイメージもある

ためくできればこういう事業は廃止して、介護予防あるいは移動支援など本当に必

要なサービスにお金を使えないでしょうか。もう1つ、介護予防の推進ですが、基

本的には誰しも介護を受けたくない、介護の世話になりたくないと思いますが、介

護予防についての意識を高めることが大事であり、そのためには啓発をすることが
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事務局

高橋副委員長
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とても重要になってきます。介護予防の意識を高めることにより「運動をする」「栄

養面を気にする」など色々な行動に結びつく気がしています。後期高齢者になると

特に介護が多くなるという現状を踏まえて、65歳高齢者になる早期の段階から教

育や啓発をしていくべきではないかと思います。各教室を開催するのもよいが人数

が限られてしまうため、高齢者になった全員が具体的な介護予防策や認知症予防策

を徹底するように検討 していただきたいです。

ご意見ありがとうございます。ご質問いただきました敬老祝金、敬老事業交付金に

ついての概要をご説明させていただきます。敬老祝金は、77歳、88歳、99歳にな

られた方に 1万円、100歳になられた方に 5万円、最高齢者男女 1名 ずつに3万円

を贈呈し、長寿をお祝いする事業です。今年度の予算は 3,653万 円です。敬老事業

交付金では、敬老の日に敬老事業を実施する自治会もしくは施設へ、敬老会の経費

として交付金を交付しています。今年度の予算額は 3,687万 円です。大山委員のご

指摘のとおり、今後の高齢者の増加も含めて様々なご意見をいただきながら、高齢

者福祉事業全体の見直しを含めた検討も必要だと思ってお ります。また、介護予防

についてですが、ご指摘のとおりだと思ってお ります。通いの場、アッピー元気体

操をはじめとする介護予防の運動や認知症に対しての普及啓発につきまして、市民

の方の目につくようなデジタルサイネージ「わが街 NAVI」 や広報、ホームページ

等色々な媒体を使い、ご自身が 65歳になる前から気をつけていただけるような仕

組みについて考え、実際の事業の中でも検討していきたいと思います。ご意見あり

がとうございます。

その他にご質問 。ご意見はございますか。

( 意見 。質問なし。 )

それでは、以上で議事を全て終了いたしました。議長の任を解かせていただきます。

ご協力ありがとうございました。

3.その他

続きまして、次第 3その他について、事務局から説明をお願いいたしますc

次回の委員会は、令和 6年 2月 中旬頃の開催を予定しています。詳細については追

ってご連絡いたします。

最後に閉会に当たりまして、高橋副委員長にごあいさつをいただきたいと存じま

す。高橋副委員長、よろしくお願いいたします。

高橋副委員長 あいさつ

7.閉会

以 上


